
わいわい文庫 2019 ～マルチメディアDAISY図書～　をお届けします

	わいわい文庫は・・・
公益財団法人伊藤忠記念財団が製作しました「マルチメディアDAISY図書」です。
当財団は、文化庁長官から指定団体として認可されており、障害のある方に情報提供をする場合に限り、著作権者の許諾を得ずに、著作物の拡大や電子化等が認められています。（著作権法37条3項）

	ご利用いただくにあたって　
下記の行為は著作権法上禁止されています。ご理解の上ご利用ください。
１.　障害のある方以外に提供すること
２.　配信・配布・販売・譲渡すること
３.　中身を改ざんすること
► Ver.BLUEについて
青い盤面に収納した作品は、著作権者の許諾を得ていますので、障害の有無に関わらず、
どなたでもご利用いただけます。ただし、上記2.･３.は禁止いたします。

► シリアルナンバー（電子透かし）
わいわい文庫は、CDごとにシリアルナンバーを埋め込んであります。
これは流出などの事故が発生したときに、原因となったCDを特定できるシステムです。

► 障害のある方の読書環境の向上を目指して
著作権法37条3項は、障害者、図書館、ボランティア団体等の長年の運動の結果、改正された法律です。私たちは、これからも障害のある方々の読書をはじめとする情報入手がより容易になるよう、努めてまいります。

	受領証をご返送下さい　　　　（ 9月13日（金）までに、ご返送をお願います。）
上記 著作権法をご理解いただいた上で、大変恐縮ですが、FAX か 電子メール にて、受領証のご返送をお願い致します。受領証は、裏面または、当財団のホームページ・電子図書普及事業【https://www.itc-zaidan.or.jp/summary/ebook/waiwai/】の中に掲載している物をご利用ください。
受領証をご返送いただきました団体には、来年度の作品もお送りします。ご協力をお願い申し上げます。




注　意


[bookmark: _Hlk8647516]令和1年5月8日
公益財団法人伊藤忠記念財団今回配布します作品は、Ver.3のみ 容量が
大きいため、DVDに収納してあります。
そのため、プレクストークでご覧頂くには、
一度 CD に分割して焼くか、USBメモリにコピーが必要です。

電子図書普及事業部
〒107-0061東京都港区北青山2-5-1
電話	：03-3497-2652
FAX	：03-3470-3517
e-mail	：bf-book@itc-zaidan.or.jp
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わいわい文庫（2019）　受領証
伊藤忠記念財団製作のマルチメディアDAISY図書を受領しました。
著作権法を理解し、その範囲内で利用します。
記入日　令和　　 年　　 月　　 日
	団体名称
	
	担当者
（所　属）
	
（	）

	団体所在地
	〒



	電話
	
	FAX
	

	e-mailアドレス
	


「わいわい文庫」を充実させるために、下記のアンケートにご協力をお願いします。
ご感想やご意見は、当財団のホームページ・わいわい文庫活用術へ掲載させて頂く場合がございます。ブックトーク以外は、団体名や個人名は掲載いたしません。ご忌憚のないご意見をお願い致します。
❶	わいわい文庫の 使用頻度 または 貸し出し回数 についてお知らせください。
月あたり	☐ わからない　 　☐ 0　 　☐ 1～3　 　☐ 4～10　 　☐ 11回以上

❷	当財団のホームページ（https://www.itc-zaidan.or.jp/）上に、わいわい文庫の電子検索システムを
	新設しました。利用状況について教えてください。（複数回答可）
☐ 利用した（☐ 役に立つ　☐ 役に立たない）
☐ 利用していない　（☐ 必要がない　☐ ネット環境がない　☐ その他〔	〕）
改善点等をお聞かせ下さい〔	〕
❹ わいわい文庫一言ブックトーク
既存のわいわい文庫から、おすすめの一冊をご紹介ください。当財団のHP上等に、団体名とともに掲載する場合があります。
(作品名:	)

❸	わいわい文庫利用で感じる効果を教えてください。
（複数回答可）
☐ 読書への興味が高まり、読む機会が増えた
☐ 文字や本への関心が深まった
☐ 語彙力が向上した　　☐ 関心の範囲が広がった
☐ 読みが上手になった　　☐ 読破し自信をつけた
☐ 特に感じない　　☐ わからない
☐ その他〔	〕

❺	利用された方のご意見、ご感想や皆様がお気付きに
なりました点などをお聞かせください。






●	来年度以降「新作」の寄贈が不要 (・・)な方は、☑印をおつけ下さい。
・☐今後の寄贈は不 (・)要 (・)です。
よろしければ、その理由をお聞かせください。



	ご協力、ありがとうございました。
